





















































































平成 23年 12月 22日受理
キーワード： コミュニケーション，むらづくり，協働，直売所，
農業農村体験活動，共同店


























































































































































































し，持続的な活動に至るプロセスを分析する（Fig. 1）。㸦◊✲ࡢࣇ࣮ࣟ㸧 Ϫ❶ ┤኎άື ϫ❶ 㒔ᕷ㎰ᮧ஺ὶάື ࣭┤኎ᡤࡢᡂ❧ ࣭㛵ಀ⪅ࡢ㐃ᦠ άືࢆᣢ⥆ࡉࡏࡿ 㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻 ㎰ᴗయ㦂ࠊ㔛ᒣయ㦂࡬ࡢཧຍせᅉ  
Ϩ❶ ⥴ゝ㸦◊✲⫼ᬒ࣭┠ⓗ㸧➨ϩ❶ ࡴࡽ࡙ࡃࡾάື࡟࠾ࡅࡿࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ(ᴫᛕᩚ⌮) ➨Ϫ㹼Ϭ❶ ࡴࡽ࡙ࡃࡾάືࡢ஦౛ㄪᰝ࡟ᇶ࡙ࡃศᯒ 
➨ϭ❶  ⤖ゝ Ϭ❶ ඹྠᗑ ࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕ࣅࢪࢿࢫ࡟ࡼࡿ⏕άᨭ᥼஦ᴗ άືࢆᣢ⥆ࡉࡏࡿࡓࡵࡢࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࡢ࠶ࡾ᪉ 
Fig. 1　研究のフローと章構成







































































































































































全国 20ヶ所 2001-2007年 － 店長，店舗管理者



























　本土 6ヶ所 2008-2010年 － 店長，店舗管理者
Table 1　調査対象






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ྠጣ⤌ ㅮ ぶ╬఍ (⪁ே఍㸪፬ே఍) 
 
᮶ゼ⪅
㐠Ⴀ⪅ ᾘ㜵ᅋ ⮬἞⤌⧊ (㞟ⴠ༊㸪⮬἞఍) ⏕⏘⟶⌮⤌⧊㸦Ⴀ㎰⤌ྜ㸪ᅵᆅᨵⰋ༊㸧 
㞟ⴠ⥔ᣢά ືᙺဨ఍ ࢥࣥࣇࣜࢡࢺ 㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻㺕㺼㺊㺍㺪㺽 㸦㞀ቨ㸧 ⤌࣭⌜ 
ᆅᇦእ
┤኎ ஺ὶయ㦂ά  ືඹྠᗑ 
 ⎔ቃಖ඲ά  ື⚟♴ά  ື
┦஫⌮ゎ࡟ྥࡅࡓ ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙ  ࣥ
 




M 㸸ࣔࢳ࣮࣋ࢩࣙ  ࣥ 㸦౯್㸧 
㹧 㹧 
㹧 㸸࢖ࣥࢭࣥࢸ࢕ࣈ ᆅ⦕ࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕ఫẸࡢ༠ຊ 
Fig. 2　むらづくり活動における関係者・組織間の関係性































































































































































































































































































































































































































































A ③ ① ② ③ Ⅰ ,Ⅱ
B ③ ② ① ② Ⅰ
C ③ ② ① ② Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ
D ① ② ② ③ Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ
E ③ ① ② ① Ⅰ
F ② ① ② ① Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ
G ③ ② ② ② Ⅰ ,Ⅱ
H ② ② ② ① Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ
I ① ② ② ③ Ⅰ ,Ⅱ
J ② ① ② ③ Ⅰ
K ② ① ② ① Ⅰ ,Ⅱ
L ③ ① ② ① Ⅰ ,Ⅱ
M ② ① ③ ① Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅳ
N ③ ① ② ① Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ
O ② ① ① ① Ⅰ ,Ⅱ
P ① ① ② ① Ⅰ ,Ⅳ
Q ③ ① ② ① Ⅰ
R ① ② ① ③ Ⅰ
S ② ① ③ ① Ⅰ ,Ⅱ
T ① ② ③ ③ Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ
注）事業展開を規定する条件は，明確に分類できる事例を記載した。
Table 4　20事例の分類





































































































































































































































































































Regional partnerships in “Karari”
 
ᆅᇦࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡ໬ ฟⲴయไᙉ໬ ຍᕤရࡢ඘ᐇ ฟⲴ⪅ቑຍ ஺ὶ࢖࣋ࣥࢺ ㎰ᴗయ㦂άື 㢳ᐈ఍ဨ໬ ᪂つ㎰ᴗ⪅ࡢཧຍ 
Ꮫ⩦఍࣭ WS ᗙㄯ఍ᐇ᪋ ఍ဨເ㞟 ᪤Ꮡࡢ⏕⏘⪅⤌⧊㸪JA ⏕⏘⪅ࡀ୺యᛶࢆࡶࡗࡓ㒊఍ᆺ㐠Ⴀࡀᡂ㛗ࢆᨭ࠼ࡿ➨㸯ẁ㝵 ➨㸰ẁ㝵 ➨㸲ẁ㝵 ᆅᇦࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡၟᕤ఍ ௵ព⤌⧊ 
ᐇ⦼࡟ᛂࡌࡓබⓗ஦ᴗᑟධᐇ⦼ ᪋タᣑ඘ ࿘㎶ᩚഛ ᝟ሗ໬࣭ ࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡᩚഛ ᝟ሗⓎಙ 
⮬἞య ⾜ᨻᶵ㛵 ⮬἞యࡢᇶᮏᵓ᝿ 
ẁ㝵ⓗ࡞┤኎ᡤࡢ஦ᴗᒎ㛤
⾜ᨻ࡜ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠබⓗ஦ᴗࢆዎᶵ࡟⤌⧊໬

























































である（Fig. 5）。正式なオープンは 2004年 4月である
Fig. 4　鴨川市農林業体験交流協会組織図

































































































































































































































































































































高付加価値型販売 ○伝統野菜の特産化 ○直営農園・ハウス ○商工会との連携（2001） ○店内調理施設（未活用）
○直営農場（2005）













注 2）たわわ及び A直売所の POS，情報システムは試験研究機関が実験的に導入した。
Table 6　4事例における段階的な事業展開








































































































































































































































































































































































































































































Organization of famers’ market A
┤኎ᡤ  ᖺ㸯ᅇ⥲఍ 
 
 ᐃᮇⓗ࡟఍  ྜ


































































































Opportunities for Communication in farmers market A
㐠Ⴀ⪅⤒Ⴀ⪅
༠ຊ⪅㎰ᐙ













































































































































































































































































































































事例 A直売所 B会 C農園
運営主体 B組合（農産物直売所） S地区里山保全任意団体 有限会社 C農園
組織結成時期 2001年 6月 2005年 2月
古くからの専業農家。2004年から有
限会社
活動開始時期 2006年 11月 2005年 11月 1999年 4月








































































































































































































































































































の生産者別の販売額順位をみると，9→ 10→ 5→ 2（女
農村工学研究所報告　第 51号　（2012）232













































































Participative motivation for agricultural experience (Case A and C)
㻜㻑㻞㻜㻑㻠㻜㻑㻢㻜㻑㻤㻜㻑㻝㻜㻜㻑 ㎰ᴗయ㦂䛻⯆࿡ Ꮚ౪䛾ᩍ⫱䛾䛯䜑 ⏕⏘⪅䛸஺ὶ ௚䛾ཧຍ⪅䛸஺ὶ ㎰⏘≀䛜䜒䜙䛘䜛 䝪䝷䞁䝔䜱䜰䈈 ㎰ᮧ䛾㢼ᬒ䜢䈈 ᡭ㍍䛷Ᏻ౯䛺䈈 䛭䛾䜋䛛ᅇ⟅⪅ᩘ䛻ᑐ䛩䜛๭ྜ
ᅇ⟅䛿」ᩘᅇ⟅䕿ᅇ⟅⥲ᩘ䠝┤኎ᡤ䠖㻞㻠ྡ䠟㎰ᅬ䠖 㻠㻝ྡ䕿ᖹᆒᅇ⟅㡯┠ᩘ䠝┤኎ᡤ䠖㻝㻚㻢䈈䠝┤኎ᡤ䠟㎰ᅬ
Fig. 11　今後の活動への参加意向（事例 A）
Requests to participate in agricultural experience (Case A)
㻜 㻡 㻝㻜 㻝㻡 㻞㻜௒ᖺྠᵝ䛾௻⏬䛷䛒䜜䜀ཧຍ䛧䛯䛔ཧຍ㈝䛜䜒䛳䛸Ᏻ䛡䜜䜀ཧຍ䛧䛯䛔ཧຍ㈝䛜䜒䛳䛸㧗䛟䛶䜒ཧຍ䛧䛯䛔ཧຍ䜢ᕼᮃ䛧䛺䛔






































































Model of incentive between stakeholder
 
 㹀఍ 㹁㎰ᅬ 㐠Ⴀ༠ຊ⪅ ᮶ゼ⪅ 㐠Ⴀ༠ຊ⪅ ᮶ゼ⪅ ᆅᇦ㏻㈌సᴗሗ㓘 ປാຊ ປാຊ 㢳ᐈ໬ࡣ࢖ࣥࢭࣥࢸ࢕ࣈ 㣗஦ᥦ౪
᭷ൾ࡟ࡼࡿᅡሙసᴗ ປാຊ 㺐㺫㺼㺻㺢࡛ࡢ㔛ᒣ⟶⌮ປാ࡬ࡢሗ㓘 ᣦᑟ ࡣࡑࡢ࠺ࡕࡢሗ㓘 ㎰⏘≀㎰⏘≀ 
㣗஦ᥦ౪ Ⅼ⥺࡛♧ࡋࡓ㢳ᐈ໬㺐㺻㺜㺻㺡㺆㺪㺼ࡣ⌧≧࡛ࡣᙅ࠸ ᣦᑟ ┤኎ᡤ 㸿┤኎ᡤ 㐠Ⴀ༠ຊ ᮶ゼᣦᑟ ㎰ᐙPR ཰✭≀ 㺓㺎㺣㺎ᶒ ㉎㈙≉඾ ປാຊ ປാຊ 㢳ᐈ໬ 











































Map of S area
Table 11　活動展開プロセス
Process of activities ㉿ጊ▤ℂ ㄘ࿦▤ℂ ੤ᵹ╙৻ᦼቇ⠌㧔㨪㧕 ⴕ᡽ߦࠃࠆ๭߮ដߌ╙ੑᦼ⚵❱ൻ㧔㨪㧕 ૑᳃ਥ૕ߦࠃࠆ⚵❱ൻ╙ਃᦼ⥄┙㧔㨪㧕 ታ〣߳ߩ⒖ⴕޔ⚵❱૕೙ߩ⏕┙╙྾ᦼᄙ᭽ൻ㧔㨪㧕 ᵴേ߇ᄙ᭽ൻޕ࿾ၞߦᩮઃ޿ߚᵴേ߳









































































































































































地権者 地目 居住地 対応の状況
L1 山林 S地区 当初はA会の間伐に対する不満を持つ。また「藪のままでも構わない」というスタンスであった。
A会代表による対応により、現在では活動に対する理解を得られたが、3年を要した
L2 山林 S地区 当初から同意。しかし「管理してくれるならば構わない」というスタンスで同意
L3 山林 S地区 当初から活動に対する理解は得られていたが、県平地林整備事業に関しては条件面に対する不
満から不同意
L4 山林 S地区 県平地林整備事業への応募に際して同意
L5 山林 S地区 当初から同意。しかし新宅建築時に里山の土砂を採取。一方、管理できなくなった梅園を A会
に委託。現在、イベント時に参加するなど、地権者で唯一 A会との交流を持つ
L6 山林 S地区 当初から同意
L7 畑 S地区 当初から同意。しかし、除草が不十分な管理状況について不満を持ち、一時返却が求められた
L8 畑 近隣集落 当時、地元農家に貸していた農地が返却されたために A会への貸し出しに同意


























































































































































































































































所在地 店舗名 運営組織 農業地域類型
宮城県丸森町 大張物産センター なんでもや 任意組織 中間農業地域
長野県松川町 JAまつかわ生活店舗 株式会社活性化センター生田 中間農業地域
長野県高山村 ふるさとセンター山田 株式会社ふるさとセンター山田 山間農業地域
岐阜県高山市久々野町 ふれあいマーケット 大西地域振興会 山間農業地域





京都府京都市右京区京北宮町 おーらい黒田屋 有限会社おーらい黒田屋 山間農業地域
京都府京丹後市 常吉村営百貨店 有限会社常吉村営百貨店 山間農業地域
京都府綾部市 空山の里 ふるさと振興組合 中間農業地域
京都府南丹市美山町 タナセン 有限会社タナセン 山間農業地域
京都府南丹市美山町 村おこしセンター知井の里 有限会社村おこしセンター知井の里 山間農業地域
京都府南丹市美山町 ふらっと美山 有限会社ネットワーク平屋 山間農業地域
京都府南丹市美山町 大野屋 有限会社大野屋 山間農業地域
広島県安芸高田市 万屋 川根振興協議会 山間農業地域
広島県福山市山野町 キラリやまの 任意組織 山間農業地域
高知県四万十市 大宮産業 株式会社大宮産業 山間農業地域
大分県中津市耶馬溪町 ノーソン NPO法人耶馬溪ノーソンくらぶ 山間農業地域
熊本県山都町 よってはいよ 任意組織 中間農業地域
熊本県山都町 島木のおみせ 任意組織 中間農業地域
熊本県植木町 すいかの里ふれあい店 JA女性部 平地農業地域
宮崎県南郷町 よわら夢ひろば よわら地域づくりフォーラム合同会社 中間農業地域
注）2011年 2月現在までの文献，新聞記事から事例を抽出。農業地域類型は 2005年農林業センサスの区分に基づく
Table 13　本土地域の共同店

















































































宮城県丸森町なんでもや 2003年 大張地区（旧村） 1080 15.7 37% 2009年1月
京都府京丹後市常吉村営百貨店 1997年 大宮町常吉地区（旧村） 504 11.0 33% 2009年1月
京都府綾部市空山の里 2003年 小畑町地区（旧村） 311 3.6 44% 2009年1月
京都府南丹市美山町タナセン 1999年 美山町鶴ヶ岡地区（旧村） 256 8.7 34% 2009年2月
広島県福山市山野町キラリやまの 2006年 山野町地区（旧町） 893 36.5 43% 2010年2月
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Table 15　共同店の概要






施設・用地 店舗職員 資金 行政等との連携 中間支援組織
宮城県丸森町
なんでもや














































































NPO法人 約 380万円 NPO法人代表
･店長






Photos of Community co-operative stores

































































































































































































































































































































































Type of collaboration between organization
ྛ⤌⧊:           ᆅ⦕ᆺ⮬἞⤌⧊:           ࡶࡢ࣭㔠ࡢὶࢀ:             ேࡢ஺ὶ: 㸦ซ౛㸧
          
  (ி㒔ᗓ༡୹ᕷ⨾ᒣ⏫(᭷)ࢱࢼࢭࣥ㸫㭯ࣨᒸ᣺⯆఍) 
 䠞䠊ᆅ⦕ᆺ⮬἞⤌⧊䛸⾜ᨻ䛜୰㛫ᨭ᥼⤌⧊䛸䛧䛶ᶵ⬟ ࢱࢼࢭࣥタ❧ࡢ୍ᖺᚋ࡟⮬἞఍ࡸᮧ࠾ࡇࡋ᥎㐍ጤဨ఍ࢆᨵ⤌ࡋ࡚⤌⧊ ᪧ⨾ᒣ⏫ጤဨ఍タ❧䚸㈨㔠⿵ຓ䛺䛹䚸୰㛫ᨭ᥼ⓗᶵ⬟㻌⾜ᨻ᣺⯆఍䛻䠍ྡ䛾⫋ဨ䜢ᖖ㥔㻌 ࢱࢼࢭࣥᆅ༊ᅾఫ䛾᭷ᚿ䛜୰ᚰ䛸䛺䜚᭷㝈ἲே䜢タ❧䚹ఫẸ䛸⮬἞఍䛾ฟ㈨䛻䜘䛳䛶タ❧䚹㻌㉎㈙䚸㎰஦䚸⚟♴䛾୕㒊㛛䛾஦ᴗ䜢ᒎ㛤䚹㻌㭯ࣨᒸ᣺⯆఍ ࢯࣂ᱂ᇵ࡞࡝஺ὶάື ᆅᇦႠ㎰㎰సᴗཷクࡢ௰௓  ࡈࢇ࡭ࡢ఍䛭䜀᱂ᇵ䜔య㦂஺ὶάື           (኱ศ┴୰ὠᕷ⪨㤿⁇⏫NPOἲே⪨㤿⁇ࣀ࣮ࢯࣥࡃࡽࡪ) 132 ⪨㤿⁇ࣀ࣮ࢯࣥࡃࡽࡪ䠠䠊NPOἲே䛜㐠Ⴀ ⏕⏘㒊఍
30ྡࡢ㎰ᐙࡀฟⲴ ⾜ᨻࢫ࣮ࣃ࣮┤኎䝁䞊䝘䞊䜢タ⨨㻌௰௓⪅䝜䞊䝋䞁䛛䜙㔝⳯䛾ጤク㈍኎㻌 ⚟♴ࣂࢫࢆ㐠⾜ ὠẸᆅ༊ఫẸ⣙ ྡࡀ 132ࢆ⤌⧊ࣀ࣮ࢯࣥ㻺㻼㻻 䛜㐠Ⴀ୺య䛸䛺䜚ᗑ⯒䜢㐠Ⴀ䚹ᕷෆእ䛾䝇䞊䝟䞊ྥ䛡䛻㎰⏘≀䜢㞟Ⲵ㻌







JAᨭᡤࡢ᧔㏥ࢆዎᶵ࡟タ❧ బஂ㛫ᗑ㛗ࢆ୰ᚰ࡟㐠Ⴀ ⾜ᨻᪧࠊ ᮧ⮬἞⤌⧊ࡢ㛵୚ࡣ௚ࡢ஦౛࡜ẚ㍑ࡍࡿ࡜ᙅ࠸ 

























































































































































































































































































Project Development of NPO “Fureaiyamabiko-kai”
  㸦ᇸ⋢┴ᮾ⛛∗ᮧNPOἲேࡩࢀ࠸࠶࠸ࡸࡲࡧࡇ఍㸧    㹈㸿⏕ά⚟♴ㄢ㻌 -$ 㺡㺼㺎㺙㺎㺩㺼㺛࡜㐃ᦠࡋࡓ᭷ൾ㐠㏦䝕䞊䝃䞊䝡䝇 䠄௓ㆤ䞉⚟♴䠅 NPO࡟ᑐࡋ࡚㈶ຓ఍ဨ࡜ࡋ࡚ฟ㈨(ᐤ௜)ࠋᐃᖺ㏥⫋⪅࣭୺፬ࡀ᭷ൾ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ NPO࡟ࡼࡿ ஦ᴗ໬ ࡸࡲࡧࡇ఍㻌JAඖ⫋ဨࡀᙺဨ࡜ࡋ࡚ཧຍ ஦ົᡤᥦ౪ࠊᖺ 70୓෇⿵ຓ JAྜే Ẹ㛫ࣂࢫ᧔㏥ ᮧ⊂⮬ࡢ㺮㺤㺡㺼㺎㺙㺎㺩㺼㺛᭷ൾ㐠㏦ࢧ࣮ࣅࢫ㓄㣗ࢧ࣮ࣅࢫ㻌
ᮧẸ
┴ ௓ㆤಖ㝤ࢆ㐺⏝ࡉࢀ࡞࠸㧗㱋⪅࡬ࡢࢧ࣏࣮ࢺ ⏕άࢧ࣏࣮ࢺ஦ᴗ࡟ࡼࡿ┴⿵ຓ 㓄㣗ࢧ࣮ࣅࢫ࡬ࡢ⿵ຓࠋ᪋タ㈚୚ JAࡢ௓ㆤ࣭⚟♴ࢧ࣮ࣅࢫࢆẕయ࡜ࡋ࡚ࠊNPOࢆタ❧ࠊ⛣㏦ࢧ࣮ࣅࢫࢆ㛤ጞࠋࡑࡢᚋࠊ㞟ⴠ༊఍࡜㐃ᦠࡋࡓ⏕άࢧ࣏࣮ࢺ஦ᴗࢆᒎ㛤 ᪥ᮏ㈈ᅋ㌴࠸ࡍᑐᛂ㌴୧ࡢ㉎ධࡢ⿵ຓ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































33) 北村貞太郎 (1993)：第Ⅰ編・農村計画論：第 1章・農村計
画論の流れ，『農村計画学の展開』農村計画学会編，農林
統計協会




































































































































































A Study on Communication in Rural Development
KARASAKI Takuya
Summary
This study analyzes communication to resolve conﬂicts, overcome communication gaps, and promote mutual un-
derstanding of people concerned for solving local problems with a focus on rural development. Speciﬁcally, it discusses 
major approaches for rural development, such as managing farmers’ markets and organizing farming and rural experi-
ence activities, and community co-operative stores that are enjoying growing demand in areas where depopulation and 
aging are developing.
In Chapter 3 on managing farmers’ markets, we clarify the gradual improvement of facilities and diverse activities 
by operators for communicating with consumers in farmers’ markets using an analysis of 20 farmers’ markets across 
the country. In addition, based on on-site observations of farmers’ market A, we clarify the existence of conﬂicts arising 
from differences in position and interest between the producers and the operator, and indicate that communications to 
resolve conﬂicts need a place where the people involved can recognize the existence of conﬂicts and hold discussions to 
achieve reasonable solutions.
In Chapter 4 on farming and rural experience activities, we conduct a comparative study on the activities of three 
organizations in city T of Ibaraki Prefecture: farmers’ market A, the Satoyama (domestic woodlands and farmlands) 
conservation association with a different management system, and farm C. We consider that creating incentives de-
signed to strengthen the relations between people concerned is an effective way to motivate consumers, mainly urban 
residents, and collaborators to participate and allow the operator to pursue sustainable activities. We found that creating 
reward and building opportunities for exchanges between collaborators and consumers motivate them to participate and 
allow for continuous development of the activities. We also clarify the communication gap between the operators and 
landowners who help the Satochi Satoyama (rural areas composed of domestic woodlands and farmlands) conservation 
activities based on a survey on association B engaged in Satochi Satoyama conservation activities managed continu-
ously throughout the year, and show that creating a place like a council where diverse human resources can establish 
networks, share the value of Satochi Satoyama conservation activities through experiences, and build trust-based rela-
tions with people concerned is vital in the initial stage of the activities.
In Chapter 5, we analyze approaches of community co-operative stores in Honshu that are being revitalized under 
the initiative of local residents in response to the accelerating closure of stores in farming area suffering from depopu-
lation and aging. Based on a case analysis, we show how a cross-citizen promotion organization (autonomous organi-
zation based on territorial connections) and government ofﬁce achieved sustainable operation of stores that allow the 
operator to secure proﬁts and workforce easily and support the livelihood of consumers, namely the local residents, and 
communication between the operator and consumers. They have been established to develop a larger local area beyond 
the former village and aim to cover a bigger area than the traditional territorial community and team established in each 
village. They provide professional and engineering knowledge, coordinate human resources, and take the initiative in 
providing intermediate support on such issues as capital and resources.
The rural development discussed in this study focused on problems that are hard for community residents to solve 
by themselves, and the activities are expanding by the voluntary association organized by voluntary residents from the 
areas across the traditional units of city, town, village, and former village. The voluntary association is a nonproﬁt or-
ganization without forced participation, and it requires collaborators for its activities because of the fragile economic 
infrastructure and labor shortage. To solve these problems, we need such actions as allowing the operator to provide in-
centives to motivate diverse people to participate and asking the collaborators to provide intermediate support for com-
munication to construct new relations toward collaboration.
Keywords: communication, rural development, collaboration, farmers’ markets, farming and rural experience activi-
ties, community co-operative stores
